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金沢市では兼六園や金沢城公園などの観光地のカラスによる被害が問題になっており、その対策を検討する。 

カラスと人間が良好に暮らせるまちづくり 

カラスの駆除はダメ、共存を目指す 
原状値：秋冬になると兼六園や金沢城公園に5千匹はいる 

目標値：０にするのは無理では？……   千匹まで減らせれば上出来？ 

    富山市のカラス対策・・・カラスに警告する看板 

警告文を見た人が立ち止まって目を向けることで、 

人の視線を嫌がる習性のあるカラスは恐怖を感じるという。 

図5 「カラス居座り禁止」 

 
・カラスがいなくなるわけではなく、別の    
 場所にまた巣を作る可能性が高い。 
 

・看板をカラスが住み着くところすべに 

 設置出来ない。（町が看板だらけに…） 

・看板に人の視線が集まるため、カラスが寄り付かなくなる。 

・クイズを設置することで訪れた人達を集め、かつ楽しませる。 

・うまくいけば、兼六園の来場者UP。 

図１「カラスに告ぐ」御触書で撃退 富山城址公園、
https://www.chunichi.co.jp/hokuriku/article/news/CK2019051102100006.html 

既存策と残存問題点の例 問題解決のためのアイデア創出 

と書かれた看板 

対策するには場所が多く、

すべての場所にそれぞれ

あった対策が出来ない 
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図１ 原因追究型特性要因図 

図3 「兼六園でカラスによる被害を見た
ことがありますか」に対する回答 

 

図4 「兼六園でのカラスの被害がなくなって欲し
いと思いますか」に対する回答 

  

図2 「カラスについて困っている
ことはありますか」に対する回答 

  

ニーズの確認 

図6 対策検討型特性要因図 

図7 クイズ看板作成例 

残存問題 

対象人数23人にカラスに関
するアンケートを取った結果 

現状調査により、人の管理やカラスの学習能力などが
問題となっていることが分かった 
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83％ 100％ 

例 

・兼六園の
名前の由来
はなに？ 

 

・兼六園にあ
る銅像は誰
か？ 

また、なぜ建
てられた？ 


